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議発第４号

「新型コロナウイルス感染者受入病院への財政支援を求める意見書」の提出について

掛川市議会は、地方自治法第99条の規定により、「衆議院議長」「参議院議長」「内閣総理

大臣」「総務大臣」「財務大臣」「厚生労働大臣」「内閣府特命担当大臣」に対し、「新型コロナ

ウイルス感染者受入病院への財政支援を求める意見書」を裏面のとおり提出する。

令和２年７月２日提出
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新型コロナウイルス感染者受入病院への財政支援を求める意見書

「地域医療再生」と「公立病院改革」の先駆けとして、全国初の自治体病院が統合して誕生した

「掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター」は、急性期医療の充実と断らない救急を

念頭に地域の基幹病院としての役割を果たしている。また、周辺市町の病院は療養回復期の病院と

して、それぞれ機能分担により地域医療を支え、現在に至っている。

さて、国難ともいえる新型コロナウイルス感染症が発生し、中東遠総合医療センターでは、

いち早く感染者を受け入れ、その後も感染発症が多い他地域や、重症例に対応できない他地域から

の搬送も受け入れてきた。

このような状況下、ＰＣＲ偽陽性での院内感染発生の疑いや、他地域からの感染者を受け入れた

ことで感染陰圧室が満室になるなど、危機的な状況のなかで対応してきた。現在も地域住民の命を

守るため、医師会の協力を得てＰＣＲ検査場を設けるとともに、院内では中等症者以上の病床確保

に努め、第２波、第３波に備えている。

国難を乗り越えるべく、新型コロナウイルス感染者を受け入れたことで、中東遠総合医療センタ

ーへの受診控えが発生するなど、患者が激減し病院経営は大打撃を受けている。それでも、中東遠

総合医療センターは、強い決意を持って今後も感染者を受け入れていく方針である。

よって国においては、感染者受入病院に対し減収補填するなど、特段の財政支援をしていただく

よう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和２年７月２日

静岡県掛川市議会


